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Abstract 

Argulus coregoni was collected from Opsariichthys platypus in Nakanoho River Gifu Prefecture, Japan. 

This is the second case of Opsariichthys platypus parasitized by Argulus coregoni. 

 
Key words: Argulus coregoni; male; Opsariichthys platypus; host; Nakanoho River 

 

緒言 

チョウモドキ Argulus coregoni はエラオ亜綱

チョウ目チョウ科チョウ属に属する甲殻類で

あり、淡水魚の外部寄生虫である。チョウ属は

日本からは 12 種が記録されており、そのうち

淡水産はマルミチョウ Argulus americanus、チョ

ウモドキ A. coregoni 、チョウ A. japonicus、ツ

ワモノチョウまたはその類似種 A. lepidostei ま

たは A. sp. cf. lepidostei、モウコチョウ A. 

mongolianus およびオデコチョウ A. nobilis の 6

種が知られている（志村・浅井 1984; 長澤 2009; 

Uyeno et al. 2017; Nagasawa et al. 2022b; Nagasawa 

2023）。マルミチョウ、ツワモノチョウまたは

その類似種およびオデコチョウは海外から輸

入された魚類に寄生していたものであり、形態

的にもマルミチョウは背甲が丸いことや前面

中央部が前方に突出すること、ツワモノチョウ

またはその類似種 A. lepidostei は背甲先端が突

起を有して頑強な体をもつこと、オデコチョウ

は背甲の前面中央部が前方に突出することに

よりチョウモドキおよびチョウとは区別され

る（志村・浅井 1984; 長澤 2009; Nagasawa 2023）。

またモウコチョウは宮城県の伊豆沼・内沼およ

び福岡県の貯水池から記録されたが、背甲の前

面中央部が前方に突出することによりチョウ

モドキおよびチョウとは区別することができ

る（Nagasawa et al. 2022b; Nagasawa and Okamoto 

2023）。一方でチョウモドキとチョウについて

は形態的に酷似しており、かつては水産分野に

おいて養殖マス類に寄生する種をチョウモド

キ、養殖コイ科魚類に寄生する種を別種のチョ

ウとみなすことが慣例的に行われてきた。しか

し両種ともに宿主特異性を欠くことから、この

ような同定は誤りであることが指摘され（長

澤・安信 2024）、近年では形態形質による正確

な同定が行われている。 

岐阜県からはチョウモドキの宿主としてこ

れまでにアマゴ Oncorhynchus masou ishikawae、

ヤ マ メ O. m. masou 、 イ ワ ナ Salvelinus 

leucomaenis、ヤマメとイワナの交雑種、アユ

Plecoglossus altivelis altivelis およびカワムツ

Nipponocypris temminckii が記録されている
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Fig. 1. Habitat of freshwater minnow (Opsariichthys 

platypus) infected with an Argulus coregoni. 

 

Fig. 2. A freshwater minnow (Opsariichthys 

platypus) infected with an Argulus coregoni. 

（Nagasawa et al. 2018; 長澤・森川 2019; 長澤ら

2020a; 長澤ら 2020b; 長澤ら 2021; Nagasawa et 

al. 2022a; Nagasawa et al. 2025）。また、細江ら

（1975）によって岐阜県水産試験場（現在の岐

阜県水産研究所下呂支所）の飼育池においてト

リクロルホンを用いてニジマス Oncorhynchus 

mykiss（原著では Salmo gairdnerii）とアマゴ（原

著では Oncorhynchus rhodurus）におけるチョウ

の駆除試験が行われているが、和名がチョウで

あるのに対して、学名はチョウモドキの Argulus 

coregoni があてられているため、チョウとチョ

ウモドキの両種が混同して報告されている。 

国内においては、一般的な食用魚以外の淡水

魚においては記録が少なく、オイカワ

Opsariichthys platypus におけるチョウモドキの

寄生は、大分県における 1 例しか知られていな

い（Nagasawa and Miyajima 2025）。筆者らは岐

阜県内の河川においてオイカワに寄生するチ

ョウモドキを確認したので報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

材料および方法 

調査は 2025 年 11 月 23 日に岐阜県関市中之

保中之保川においてタモ網により行った。その

時に生息環境の写真（Fig. 1）よりも約 10 m 下

流でオイカワ 1 頭を採集し、当日飼育のために

空容器に移したところ、体表に 1 頭のチョウ属

が寄生していることを確認した。12 月 28 日に

飼育中のオイカワからチョウ属を外し、別容器

で飼育中のヨシノボリ属と思われる魚と一緒

に飼育した。しばらくこの魚に付着したり離れ

たりを繰り返していたが、やがて魚が死亡し、

2026 年 1 月 4 日にチョウ属も死亡したのでチ

ョウ属を 70 %エタノールにて保管した。オイカ

ワについては引き続き飼育中であり、今回の図

版に使用したオイカワ（Fig. 2）は、チョウ属を

外した後、2026 年 2 月 1 日に撮影したものであ

る。撮影時のオイカワの体長は約 44 mm であっ

た。 

チョウ属の観察には実体顕微鏡（オリンパス

株式会社製 SZX16）および生物顕微鏡（オリン

パス株式会社製 BX51）を用いた。チョウモド

キおよびチョウの形態比較には長澤・安信

（2024）を参照した。 

本研究に用いた標本は茨城県つくば市にあ

る国立科学博物館筑波研究施設の甲殻類コレ

クションに収蔵されている（NSMT-Cr33346）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記録 

チョウモドキ 

Argulus coregoni Thorell, 1864 

(Fig. 3) 

1 雄、岐阜県関市中之保中之保川、2025 年 11

月 23 日、上手奈美採集 

 

同定 

 チョウモドキとチョウの識別点は、長澤・安

信 (2024) において示されており、第 1 胸肢底

節後縁の羽状剛毛数が雌雄ともにチョウモド

キで 4–9 本、チョウで 1 本、第 1 小顎外縁部の

支条数がチョウモドキで 60 本以上、チョウで

約 50 本、またチョウモドキの雄は第 2 胸肢底 
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Fig. 3. Argulus coregoni collected from freshwater minnow (Opsariichthys platypus). A, habitus, dorsal view; 

B, habitus, ventral view. Scale bar: 2 mm. 

 

Fig. 4. Argulus coregoni, plumose setae (arrows) on 

posterior margin of right first leg. Scale bar: 0.1 mm. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

節の背側後縁に指状突起を有し、それを持たな

いチョウの雄と識別することができるとされ

る。今回採集した個体は、右側の第 1 胸肢底節

後縁の羽状剛毛数が 4 本（Fig. 4）であること

（左側は不明瞭で確認できなかった）、第 1 小

顎外縁部の支条数が左右ともに 60 本以上確認

できたこと、第 2 胸肢底節の背側後縁に指状突

起を有することからチョウモドキの雄とした。 
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